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はじめに 
 

本書は、日本でオートノミートレーニングを学ぼうとする人々の知識を整理し、共

有するために作成したものです。「クライアントが何を求めているのか」を徹底して尊

重することがオートノミートレーニングの原則であることから、各セッションは自ず

と個別性の高いものとなります。実施手順を細かく指示する〈マニュアル〉のような

ものを作成することは、この療法の主旨に合わないと思われたため、〈ガイド〉のよう

な性格である本書は『学習のてびき』と称することになりました。 

本書は、最も基本的なことのみを『第 1部 概要編』にまとめて記載し、その説明や

参考事項を『第 2 部 解説編』に列挙する構成となっています。改訂においては、概要

編の記述はできるだけエッセンスのみに留めておく（できるならばさらに洗練させ、

簡潔な記述を目指す）ようにし、一方で理解を助けるために必要な説明や参考事項は

解説編で適宜増補してゆくような編集方針が採られており、今回の改訂でもこの方針

を踏襲しました。 

本書を手にする皆さまにおかれては、テキスト（グロッサルト＝マティチェク著、

星和書店 2013）を読み返して気づいたこと、研修会や勉強会で学んだこと、そして

何よりも日々遭遇する事例、すなわちクライアント※から学んだことをどんどん採り入

れて、それらの知識を整理し、統合する骨組みとして活用していただければと思いま

す。そのために、概要編には「メモページ」をつけました。 
※ 「クライアント」にはトレーナーとして本療法を学ぶ私たち自身も含まれる―

このことには多くの方にご同意いただけると考えています。 

本書は、2014 年 5月にハイデルベルクで開催された第 1回研修会においてグロッサ

ルト先生が配布された小冊子が出発点となりました。その後、回を重ねた研修会や勉

強会においてグロッサルト先生をはじめとする講師から、あるいは参加者による熱心

な討論を通じて編集委員らが学んだことを盛り込み、そのうえで３度に渡る集中的な

編集会議で仕上げの作業を行いました。その結果、当初の小冊子とは質・量ともにず

いぶん異なるものになったため、ヴィンシャーマン敏（とし）さんにドイツ語翻訳を

お願いし、これをグロッサルト先生にみていただき、ご承認を得たうえで最終版とし 



 

ました。とはいえ、おそらく「完成」までの道のりはなお遠く、よりよいものに育て

ていくために今後も改訂を重ねることになるでしょう。そのためには、本書を利用す

る皆さまの「気づき」や「疑問点」、新たな「発見」や「学んだこと」を随時お寄せい

ただき、皆で議論し、互いに学び合いながら更なる改訂に反映させていきたいと考え

ています。そのことをお願いして、第３版発行のご挨拶といたします。 
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